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センター長挨拶 

 センター母体となる本学人間総合科学学術院 人間総合科学研究群 カウンセ

リング学位プログラム（博士前期課程）およびカウンセリング科学学位プログ

ラム（博士後期課程）では、過去 30 年にわたりカウンセリングや心理学領域

を専門基盤として、社会人研究者の育成や研究の推進・発信を行ってきまし

た。そうした実績に基づいた最先端かつ幅広い知見を活かし、働く人の支援に

関する研究成果を社会に還元することをめざした産官学連携の研究拠点とし

て、本センターは設立されました。 

 働く人および働く人を支える家族や組織、さらに働くことに関し、「人は、

いつでも、いつまでも発達できる(Pursuit lifelong development with us)」とい

う理念のもと、活動を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学 働く人への心理支援開発研究センター センター長 

筑波大学 人間系教授 

                     岡田 昌毅 
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1.働く人への心理支援開発研究センターについて 

 

(1)開発研究センターについて 

外部資金を事業運営費として、社会的要請の高い学問分野での共同研究開発を積極的に推

進し、産学官の共同研究体制を構築するため、２０１５年７月１日より国際産学連携本部のもとに

順次創設されました。筑波大学のミッションである教育、研究、社会貢献のうち、社会貢献を担う

新たな組織です。今後も新たな分野でのセンター設置を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.sanrenhonbu.tsukuba.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2020/03/2020-3-12.pdf  
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(2)本センターの設立の経緯 

2019(平成 31)年 4 月 1 日付けで、働く人への心理支援開発研究センター[愛称:T-One ラ

ボ(ティーワンラボ）]は筑波大学での 7 つ目の開発研究センターとして設立されました。同センタ

ーは、働く人への心理支援に関する研究を推進し、その成果を社会に還元することを目的として

います。 

現代社会は、グローバル化、少子高齢化、働き方の多様化などによる多様で高いストレスが生

じやすくなっていると考えられます。また、「働き方改革」などの急速な展開もあり、個人と組織の

関係性が改めて問われています。このような中、「働く人への心理支援」や「支援人材の高度化」

に対する社会的要請は高まっています。しかしながら、働く人に関する研究や支援は、様々な大

学および民間企業などで個別に進んでいますが、研究と社会実装を一体化した産官学連携研究

拠点の事例は国内にはありません。 

本学人間総合科学学術院カウンセリング学位プログラムでは、カウンセリングや心理学領域を

専門とする社会人研究者の育成と、社会における多様な現象を研究として発表することへの成果

を上げてきました。そうした実績に基づいた最先端かつ多様な知見を基盤としながら、働く人及び

働く人を支える家族や環境、さらに働くことに関し、「人は、いつでも、いつまでも発達できる」こと

を理念として、ワンストップでのサービス提供拠点を形成することに至りました。 

本センターの特徴は、生涯発達の多様な領域（社会への移行～中年～高齢者、妊産婦・出産・

育児・介護等）、専門領域（家族・福祉、学校・教育、産業・社会等）、多様な研究領域（心理臨床、

社会行動、キャリア発達、メンタルヘルス、惨事ストレス、アディクション等）をカバーする開発研究

体制、および社会貢献体制を整備していることです。具体的には、「学術指導(心理統計や質的分

析を駆使した調査、ツール開発等)」、「人材育成(働く人への心理支援に関する指導者養成、研

修の開発・実施、教育効果検証、トレーニング環境の提供)」、「働く人への心理支援(相談室等)サ

ービスの提供」を進めていきます。 

期待される社会的な意義や効果は、以下の通りです。「働く」という切り口から人の生涯発達に

貢献するとともに、東京都文京区にある東京キャンパスという地の利を活かし、多様な企業・団体

や人々が集いやすい拠点を目指します。 

 

 

【実践的研究】 

真の社会ニーズに沿った、働く人への心理支援に関する実践的研究が促進され、 

働く人に対する、高品質の心理支援サービスの提供が実現される。 

 

【人材育成】 

心理支援者の質的向上、および指導者養成に関する機能強化が実現される。 
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(3)2つの約束(Two Promises)と提供価値(Value Provided) 

 

ONE Team 

知恵は現場で活かされてこそ、意味がある。企業をはじめとする各団体・

機関と一体となり、職場や家庭などで、働く人を広く深く支えていきます。 

 

ONE Stop 

筑波大学の、最先端かつ多様な知見を結集。ワンストップで、よりよい働

きかたへのあらゆる要請に対応します。 

 

 

(4)センター愛称「T-Oneラボ」 

 

 筑波(Tsukuba)大学の知恵を結集し、 

 ワン(One)・チームとなって、 

 ワン(One)ストップのサービスを 

 提供します。 

 

 

(5)組織体制 

 

・リサーチユニット 

 企業・組織との共同研究を通じたさまざまな現場への展開や社会への貢献 

・コンサルティングユニット 

 心理統計や質的分析に基づく、コンサルティング調査・分析・ツール開発への学術指導 

・カウンセリングユニット 

 心理相談・キャリア相談、スーパービジョン、スーパーバイザー養成 

・教育・研修ユニット 

 人事・人材育成担当者・支援者・指導者への研修プログラムの実施・新規開発・効果検証 

・企画・広報戦略ユニット 

 広く社会・企業ニーズに即した新規プロジェクトの提案および情報発信・成果報告 

・事務ユニット 

 センター運営の各種事務局、本学との連携窓口 
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[参考]筑波大学国際産学連携本部の hp情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.sanrenhonbu.tsukuba.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2020/02/26b6f5c5d74442196ed7508808fa5c1b-1.pdf 
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2. 設立記念シンポジウムの報告 

 2019(令和元)年 9 月 10 日（火）に、「働く人への心理支援開発研究センター」設立記念シン

ポジウムが実施されました。詳細は以下の通りです。 

 申込人数は 326人、第一部参加人数 187人、第二部参加人数は 12人でした。 

 

 

①日程：2019(令和元)年 9 月 10 日（火）13：00～17：00 

②場所：筑波大学東京キャンパス 1 階 134 室 

③実施内容 

13:00- 第一部 

・センター設立の宣言  

   働く人への心理支援開発研究センター センター長   岡田 昌毅 教授 

・筑波大学よりご挨拶 

   筑波大学副学長・国際産学連携本部長      金保 安則 教授 

・基調講演 「生涯発達的視点からみた日本の現状 ―心理学ができること―」 

   筑波大学人間総合科学研究科生涯発達専攻・副センター長  大川 一郎 教授 

・働く人への心理支援開発研究センター 組織紹介 

   働く人への心理支援開発研究センター センター長   岡田 昌毅 教授 

   同センター カウンセリングユニット リーダー    安藤 智子 教授 

   同センター 教育・研修ユニット リーダー      岡田 昌毅 教授 

   同センター コンサルティングユニット リーダー   大塚 泰正 准教授 

   同センター 企画・広報戦略ユニット リーダー    大川 一郎 教授 

14：40- 第二部 

・連携事例・実績紹介＆パネルディスカッション(登壇企業様は以下の通りです) 

   株式会社日立製作所様 

   ｊ.ｕｎｉｏｎ 株式会社様 

   株式会社マイナビ様 

・研究会・勉強会の発足とご案内 

   同センター 大塚 泰正 准教授  

        「職場におけるセクシャル・マイノリティへの適切な対応」 

   同センター 堀口 康太 助教 

        「シニア労働者の活躍支援に向けたワークモチベーション」 

16：20- 個別ご相談会 
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[参考]設立記念シンポジウムの案内文書 
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3.2019年度の活動実績 

 

(1)学術指導契約 

  2019年度に本センターが受託した学術指導案件は、9件でした。 

 学術指導では、各種企業・団体様との様々な開発研究テーマに取り組んでいます。具体的なテ

ーマ例は、「組織における生産性や充実度につながる要因の検討や尺度化」「企業内での人材育

成につながる施策の検討」「企業内でのリーダー層に対する研修の検討や実施」「企業内でのキャ

リア自律に関する検討や尺度化」などです。 

 許可をいただいた企業様の事例について、以下でご紹介します。  

 

 

 

学術指導契約とは 

 学術指導とは、既存の共同研究や受託研究では困難であった技術指導、各種コンサルティング

などの産学連携案件について従来の時間外兼業（大学の職務外）で対応してきたものを教員の

本務（大学の職務）としても行えるよう産学連携推進環境を整備したものです。 

企業等から特定な課題について委託を受け、教員が教育、研究及び技術上の専門的知識に基づ

き指導、助言などを行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典: 筑波大学国際産学連携本部 hp 

https://www.sanrenhonbu.tsukuba.ac.jp/joint-research/for_company-kyoudou/ 
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［参考］学術指導先企業での表彰実績 

 

2018年「第 3回 HRテクノロジー大賞（経済産業省後援）」大賞(主催:HRプロ) 

 

株式会社日立製作所様 

「個を活かす People Analytics」 

個人の内面×人事・行動データ×最先端の AI・データ分析で個人個人を輝かす！ 

https://www.hrpro.co.jp/series_detail.php?t_no=1684 

 

 

 

2019年「第 4回 HRテクノロジー大賞（経済産業省後援）」人事システム部門優秀賞

(主催:HRプロ) 

 

ソフトバンク株式会社様 

ワークライフインテグレーションを実現する独自のパルスサーベイ 

「充実度サーベイ〜Circularity Pulse〜」の開発 

https://www.hrpro.co.jp/series_detail.php?t_no=1825 
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①株式会社日立製作所様 
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  ・本事例では、学会での共同発表も行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：Kei Fuji・Shinji Sugiyama Michiko Iwamoto Satoko Kushida Junko Owada(2018)The Asian 

Conference on Psychology & the Behavioral Sciences『Development of scales of productivity and 

assignment in corporate organization』 



13 

 

②ｊ．union株式会社様 
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③株式会社マイナビ様 

 株式会社マイナビ様ではマイナビ研修サービスとして、採用・若手育成に特化した研修はもちろ

ん、さまざまなニーズに応じた人材育成研修プログラムを提供されています。このたび、エンゲー

ジメントを切り口にした組織開発診断ツール開発に向けての学術的なアドバイスのご依頼を受け、

本センターが支援をさせていただきました。株式会社マイナビ様が作成したいエンゲージメント尺

度は、学術研究でよく用いられるワーク・エンゲージメント尺度とは異なり、エンゲージメントに影

響を与える要因を数多く測定し、それを組織改善につなげていくという発想に基づいています。

支援の結果、「マイナビ エンゲージメント・リサーチ」が完成し、これから多くの企業で活用されて

いくことが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://hrd.mynavi.jp/products/engagement_research/ 

 

④株式会社ライフ・ワークス様   

 株式会社ライフ・ワークス様は、キャリア開発を専門領域に、企業の人事課題の解決を支援する

企業様です。40・50代を中心に課題に沿ったキャリア研修を始め、社員のキャリア形成・キャリア

自律を体系的に推進する体制や仕組みづくりまで、多彩なソリューションを推進されています。本

センターでは、従業員の方への個別キャリアカウンセリング、組織におけるキャリア開発に関する

テキスト改訂、組織におけるキャリア自律を通したキャリア開発に関するアセスメントツールの作成

をお手伝いしております。 
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⑤三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社様  

 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社様は、三菱 UFJフィナンシャル・グループのシ

ンクタンク・コンサルティングファームです。政策研究・提言、マクロ経済調査、コンサルティング、

セミナー等を通じた人材育成支援など、国内外にわたる幅広い事業分野において多様なサービ

スを展開されています。本センターでは、同社リーダー層の自発的な取り組みで開催されたワー

クショップ「リーダーのためのダイアログ・カフェ」のお手伝いをさせていただきました。ＥＱ（情動

知能）アセスメントによる自他理解を通し、自分自身のリーダーシップスタイルを参加者同士の対

話の中で進めるプログラムでした。 
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⑥ソフトバンク株式会社様 

 ・本事例では、学会での共同発表も行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：原恵子・堀内泰利・岡田昌毅・中村亮一・鷲平友美・田中列子・丸岡里英子(2019) 

産業・組織心理学会第 35 回論文集，107-110 『職場における充実度尺度作成に関する探索的検討』 
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(2)エクステンションプログラム 

 本センターでは、以下のエクステンションプログラムを企画・運営しております。社会貢献の 1つ

として、本学の高度で先駆的な研究・教育分野から得られた成果をいち早く社会に還元し皆様に

見える形でお届けすることを目的としています。新規プログラムも、今後順次展開していく予定で

す。 

 

 

①キャリア・プロフェッショナル養成講座 

 本プログラムは、企業・学校・需給調整機関（ハローワーク等）などの多様なキャリア支援領域に

おける、指導者レベルの人材を養成・強化することを目指しています。2019年度の実施実績は

以下の通りでした。 

・第 3期 2019/4/14-9/29 28人 

・第 4期 2019/10/13-2020/3/29(感染症対策で日程延期あり) 28人 

  

[参考]2019 年度のパンフレット 
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[参考]2019 年度の開講案内文書(感染症対策のため日程変更あり) 
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  ・本講座における効果の一部は、学術論文として公開されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：原恵子・髙橋南海子・岡田昌毅(2019) キャリアデザイン研究，15，217-223. 

『キャリア支援者の指導者養成プログラムの開発と効果に関する検討』 
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終了時フリーコメント分析結果(自分自身の変化) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終了時フリーコメント分析類結果(変化への影響要因) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

カテゴリーグ
ループ

カテゴリー 回答例 回答数
(人)

出現率
(%)

学ぶ意義の再認識
学び方の変化。自分が欲する学びだけでなく、体系だてて学ぶことで自
分の知識、知見の幅が広がった。

3 12.0

関心領域の広がり
自分に足りてない知識やスキルが明確になり、取り組むべき具体的な
テーマがみつかった。

5 20.0

継続学習の意欲向上や行動化
自分の経験、知識、スキルへの根拠のない自信や不安が取り除かれ、
新たな学びへのモチベーション決意ができた。

5 20.0

学びと実践の結びつき
学ぶことと実践することの組み合わせが出来るようになり始めている。難し
そうと避けていた学びに、積極的になった。

6 24.0

視野の広がり 発達的視点で見ることの大切さと重要性を認識することができた。 4 16.0

自己効力感の向上

受講前よりも今の方が自己効力感があがったように感じています。自分を

承認できるようになり、さらにもっとスキルアップすべく努力をしなければ
ならないという意識が高くなったと思います。

4 16.0

問題意識の明確化
自分の問題意識の中身について考えることができた。自分にとっての問
題意識を明確にすることができた。

2 8.0

スタンスや専門性の再検討
自分を他者と比べるのではなく、本当に自分がなりたいキャリア支援、支
援職者になろうと決心できました。

6 24.0

指導者としての展望の明確化
SVとしての自分の役割の今後のキャリアゴールを設定し、行動化へのス

テップが明確になった。
4 16.0

社会における立ち位置の認識
業界内のせまい視野で考えず、社会全体としてキャリコンがどうあるべき
かをより考えるようになった。

2 8.0

組織や個人への働きかけ 組織に対する働きかけについて、自分なりの軸をもって対応する。 5 20.0

ネットワーキング
自分のよく知らない領域に詳しいキャリア専門家とネットワークづくりに取
り組み始めました。

2 8.0

支援者として
の意識や行動
の変化

指導者として
の意識や行動
の変化

学びの質の深
まり

カテゴリーグ
ループ

カテゴリー 回答例 回答数
(人)

出現率
(%)

学ぶ意義の再認識
学び方の変化。自分が欲する学びだけでなく、体系だてて学ぶことで自
分の知識、知見の幅が広がった。

3 12.0

関心領域の広がり
自分に足りてない知識やスキルが明確になり、取り組むべき具体的な
テーマがみつかった。

5 20.0

継続学習の意欲向上や行動化
自分の経験、知識、スキルへの根拠のない自信や不安が取り除かれ、
新たな学びへのモチベーション決意ができた。

5 20.0

学びと実践の結びつき
学ぶことと実践することの組み合わせが出来るようになり始めている。難し
そうと避けていた学びに、積極的になった。

6 24.0

視野の広がり 発達的視点で見ることの大切さと重要性を認識することができた。 4 16.0

自己効力感の向上

受講前よりも今の方が自己効力感があがったように感じています。自分を

承認できるようになり、さらにもっとスキルアップすべく努力をしなければ
ならないという意識が高くなったと思います。

4 16.0

問題意識の明確化
自分の問題意識の中身について考えることができた。自分にとっての問
題意識を明確にすることができた。

2 8.0

スタンスや専門性の再検討
自分を他者と比べるのではなく、本当に自分がなりたいキャリア支援、支
援職者になろうと決心できました。

6 24.0

指導者としての展望の明確化
SVとしての自分の役割の今後のキャリアゴールを設定し、行動化へのス

テップが明確になった。
4 16.0

社会における立ち位置の認識
業界内のせまい視野で考えず、社会全体としてキャリコンがどうあるべき
かをより考えるようになった。

2 8.0

組織や個人への働きかけ 組織に対する働きかけについて、自分なりの軸をもって対応する。 5 20.0

ネットワーキング
自分のよく知らない領域に詳しいキャリア専門家とネットワークづくりに取
り組み始めました。

2 8.0

支援者として
の意識や行動
の変化

指導者として
の意識や行動
の変化

学びの質の深
まり



21 

 

②消防職員の惨事ストレス初級研修 

 本プログラムは、消防職員の惨事ストレスに関する知識の学習とグループミーティングの基礎的

な実習などを通して、消防職員の惨事ストレス対策を推進する要員を養成することを目的として

います。2019年度の実施実績は以下の通りでした。 

・初級 25期 2019/7/13-14 28人参加 

・初級 26期 2020/1/25-26 28人参加 

 

[参考]2019 年度の開講案内文書 
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 ・本研修における効果の一部は、学術論文として公開されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：兪 善英・松井 豊・立脇洋介・高橋幸子(2010) 筑波大学心理学研究 (39), 65-72 

『「消防職員の惨事ストレス初級研修」のフォローアップ研究--効果の持続性及び実践現況の視点から』 
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③消防職員の惨事ストレス中級研修 

 本研修は、初級研修修了などの惨事ストレスの基礎知識や基礎スキルを習得した方に限定し

て、消防職員のピアサポートのスキルに関する知識の学習と実習などを通して、消防職員の惨事

ストレス対策を推進する要員を養成することを目的としています。2019年度の実施実績は以下

の通りです。 

・中級 8期 2019/9/28-29 13人参加 

 

[参考]2019 年度の開講案内文書 
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(3)研究会の実施 

 「シニア労働者の活躍支援に向けたワークモチベーション研究会」では、特に賃金の低下などの

処遇の変化が著しい 60歳以上の再雇用社員のモチベーションを維持する方法を共に考え、参

加企業の問題解決と社員の方々の問題解決能力の向上を目指していくことをねらいとしました。 

 筑波の知でシニア労働者のモチベーションに関する企業の課題解決を応援し、モチベーションに

関するデータ分析を通して、モチベーションに関する企業課題を解決できる人材を育成すること

を具体的な目標としました。２０１９年度の参加企業は、株式会社日立製作所様、日本ユニシス株

式会社様など、計１０社でした。 

[参考]2019 年度の案内文書(感染症対策のため日程変更あり) 
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(４)ライフキャリア相談室設立準備 

 ライフキャリア相談室では、働くことや日々の生活について、個別にご相談をお受けします。

2019年度に準備を進め、2020年 4月 1日に開室されました。 

 

[参考]ライフキャリア相談室の案内文書 
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4. 次年度に向けた課題と展望 

 

(1)企業連携での学術指導案件に関して、研究員体制を拡充させ、継続的な社会

貢献を目指します。実践現場での問題解決と学術的な検討の両方の視点を重視

します。 

 

(2)社会貢献のさらなる柱として、ライフキャリア相談室を 2020 年度に開室し

ます。個別の心理支援に対する体制を整え、個人の相談・成長への貢献を進め

ます。 

 

(3)本センターの活動報告や、企業連携の可能性拡大を目的に、外部者を対象と

したシンポジウムを企画します。 
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[参考]2019 年度働く人への心理支援開発研究センター担当教員表 

 

no 氏  名 所属組織・職 センター内役割 

1 安藤 智子 人間系教授 
社会貢献部門代表 

カウンセリングユニットリーダー 

2 大川 一郎 人間系教授 

副センター長 

企画・広報戦略部門代表 

企画・広報戦略ユニットリーダー 

3 岡田 昌毅 人間系教授 

センター長 

事務ユニットリーダー(4-10月) 

教育・研修ユニットリーダー 

4 猿渡 康文 ビジネスサイエンス系教授 － 

5 太刀川 弘和 医学医療系教授 － 

6 原田 隆之 人間系教授 リサーチ部門副代表 

7 藤生 英行  人間系教授 リサーチ部門代表 

8 飯田 順子 人間系准教授 カウンセリングユニットサブリーダー 

9 大塚 泰正 人間系准教授 コンサルティングユニットリーダー 

10 藤 桂 人間系准教授 企画・広報戦略ユニットサブリーダー 

11 原 恵子 開発研究センター准教授 

事務ユニットリーダー(11-3月) 

コンサルティングユニットサブリーダー(11-3月) 

教育・研修ユニットサブリーダー(11-3月) 

12 堀口 康太 人間系特任助教 企画・広報戦略ユニットサブリーダー 
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働く人への心理支援開発研究センター 

 〒112-0012 東京都文京区大塚 3-29-1  

 国立大学法人筑波大学東京キャンパス文京校舎 

 Tel :03-3942-6573 

 e-mail: t-onelab_info@un.tsukuba.ac.jp 


